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説
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中

村

本

然

高

野

山

大

学

一

は
じ
め
に
（
要
旨
）

曇
無

（
三
八
五
｜
四
三
三
）
訳
の

大
般
涅
槃
経

の

一
切
衆
生
悉
有
仏
性

を
め
ぐ
る
議
論
と
し
て
中
国
仏
教
界
に
お
い
て
は

無
（
非
）
情
仏
性
説
が
提
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
も
天
台
教
学
に
お
い
て
は
、
湛
然
（
七
一
一
｜
七
八
二
）
の
著
し
た

金

剛

論

を
起
因
と
し
て
非
情
の
成
仏
が
論
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

金
剛

論

の
思
想
は
日
本
天
台
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
安
然
（
八
四
一
｜
九
一
五
？
）
の

胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略

問
答
抄

（
菩
提
心
義
抄
）
で
は
草
木
自
発
心
成
仏
が
論
じ
ら
れ
た
。
草
木
の
発
心
成
仏
を
宣
揚
す
る
と
し
て

草
木
発
心
修
行
成
仏
記

も
撰
述
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
草
木
の
発
心
成
仏
を
認
め
る
か
否
か
は
天
台
教
学
史
の
中
で
常
に
問
題
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。

真
言
宗
に
お
い
て
も
空
海
（
七
七
四
｜
八
三
五
）
以
来
草
木
の
成
仏
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
草
木
成
仏
を
言
及
す
る
著
書

と
し
て

秘
蔵
記

が
あ
る
。

秘
蔵
記

の
注
釈
書
は
数
多
く
み
ら
れ
る
が
、
最
古
の
も
の
と
し
て
並
び
称
せ
ら
れ
る
も
の
に

蔵
中

冶
金
抄

成
賢
（
一
一
六
二
｜
一
二
三
一
）
口
深
賢
（
？
｜
一
二
六
一
）
記
・
一
二
二
二
年
撰
述

と

秘
蔵
記
鈔
（
非
相
伝
抄
）

静
遍

（
一
一
六
六
｜
一
二
二
四
）
口
道
範
（
一
一
七
八
｜
一
二
五
二
）
記

が
あ
る
。
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成
賢
と
静
遍
は
と
も
に
醍
醐
寺
勝
賢
（
一
一
三
八
｜
一
一
九
六
）
を
師
と
し
、
両
者
の
晩
年
（
一
二
二
一
年
）
に
は
互
い
に
師
資
と
な
り

秘
法
を
伝
授
し
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

蔵
中
冶
金
抄

と

秘
蔵
記
鈔

の
草
木
成
仏
に
関
す
る
扱
い
に
は
著
し
い
相
異
が

み
ら
れ
る
。
成
賢
は

秘
蔵
記

所
説
の
草
木
成
仏
の
語
義
解
釈
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
て
、
静
遍
は
円
珍
（
八
一
四
｜
八
九
一
）
の

円
多
羅
義
集

や
安
然
の

菩
提
心
義
抄

所
説
の
草
木
成
仏
を
視
野
に
入
れ
た
理
解
を
示
し
て
い
る
。
安
然
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た

草
木
自
発
心
成
仏
に
つ
い
て
も
真
言
教
学
か
ら
の
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

従
来
、
空
海
は
六
大
縁
起
思
想
の
立
場
か
ら
草
木
成
仏
は
説
い
た
が
、
草
木
の
発
心
修
行
成
仏
ま
で
言
及
し
て
い
な
い
と
い
わ
れ
、
草

木
発
心
成
仏
を
唱
え
出
す
の
は
、
頼
宝
（
一
二
七
九
｜
一
三
三
〇
）
の

真
言
本
母
集

以
降
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。
頼
宝
か
ら

遡
る
こ
と
約
一
世
紀
、
静
遍
の

秘
蔵
記
鈔

に
は
、
草
木
の
発
心
成
仏
が
真
言
教
学
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

問

題

の

所

在

真
言
密
教
に
お
け
る
草
木
成
仏
に
つ
い
て
、
宮
本
正
尊
博
士
は

草
木
国
土
悉
皆
成
仏
の
佛
性
論
的
意
義
と
そ
の
作
者

に
お
い
て
、

那
須
政
隆
博
士
の

真
言
密
教
に
お
け
る
草
木
成
仏
論

を
と
り
あ
げ
て
い
る
。

真
言
密
教
に
お
い
て
草
木
等
の
非
情
成
仏
を
特
に
論
議
の
課
題
に
取
り
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
比
較
的
後
世
に
属
す
る
が
、
し

か
し
そ
の
思
想
の
淵
源
を
尋
ぬ
れ
ば
大
日
経
に
こ
れ
を
求
め
、
ま
た
弘
法
大
師
に
そ
れ
を
発
見
し
得
る
。

大
日
経

巻
五
阿

梨
真
実
智
品
第
十
六
（
大
正
一
八
、
三
八
中
）
に
云
く
、
我
即
同
心
位

一
切
処
自
在

普
遍
於
種
種

有

情
及
非
情
、

秘
蔵
記

第
六
十
三
章
（
大
師
全
集
Ⅱ
三
七
）
に
云
く
、
草
木
非
情
成
仏
義
。
法
身
微
細
身
五
大
所
成
。
虚
空
亦
五
大
所
成
。
草
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木
亦
五
大
所
成
。
法
身
微
細
身
。
虚
空
乃
至
草
木
。
一
切
処
無
不
遍
。
是
虚
空
是
草
木
即
法
身
。
於
肉
眼
雖
見
麁
色
草
木
。
於
佛
眼

微
細
之
色
。
是
故
不
動
本
体
称
佛
無
妨
碍

ま
た
古
来
弘
法
大
師
の
文
か
ら
草
木
成
仏
の
文
証
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
左
の
如
く
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
（
こ
の
後

に

付
法
伝

字
義

四
種
曼
荼
羅
義

即
身
成
仏
義

か
ら
の
例
証
が
み
ら
れ
る＝

筆
者
）

以
上
は
文
証
の
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
真
言
教
学
で
は
右
の
如
き
文
証
に
よ
っ
て
草
木
等
の
非
情
成
仏
を
成
立
の
正
義
と
し
て
い
る
。

立
論
の
大
綱
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
縁
起
法
界
の
当
相
は
法
界
法
身
の
三
摩
耶
身
（
標
幟
・
象
徴
）
で
あ
る
。
弘
法

大
師
は
縁
起
法
界
の
体
性
は
六
大
で
あ
る
と
し
、
六
大
縁
起
説
を
唱
え
た
。
…
（
中
略
）
…
顕
教
の
華
天
両
一
乗
に
も
草
木
成
仏
を

言
う
が
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
理
性
に
帰
し
て
の
他
依
身
成
仏
の
義
で
あ
っ
て
、
ま
だ
草
木
国
土
等
の
非
情
自
体
の
成
仏
を
認
む
る
ま

で
に
至
っ
て
い
な
い
。
然
る
に
真
言
密
教
の
所
立
は
、
草
木
国
土
等
の
非
情
が
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
有
情
と
斉
し
く
発
心
修
行
し

て
成
仏
す
る
と
い
う
自
依
身
成
仏
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
大
師
が
十
住
心
論
巻
十
（
全
集
Ⅰ
四
〇
〇
）
に

大
日
経
に
是
の
如
く

の
無
量
の
四
種
曼
荼
羅
身
の
住
処
と
及
び
説
法
利
益
と
明
す

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
三
摩
耶
曼
荼
羅
身
（
象
徴
・
標
幟
）
な
る
草

木
国
土
等
の
非
情
に
も
説
法
利
生
の
功
能
・
発
心
修
行
の
義
相
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

１
あ
る
。

那
須
博
士
の
主
張
を
整
理
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

１
、
真
言
密
教
に
お
け
る
草
木
成
仏
説
の
思
想
的
根
拠
を

大
毘

遮
那
成
仏
神
変
加
持
経

（
大
日
経
と
略
す
）
と
し
、
そ
の
提

唱
を
空
海
に
求
め
て
い
る
こ
と
。

２
、

大
日
経

の

阿

梨
真
実
智
品

と

秘
蔵
記

の
教
説
を
草
木
成
仏
の
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
。
文
脈
か
ら

秘
蔵
記

は
空
海
の
撰
述
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
こ
と
。
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３
、
空
海
は
六
大
縁
起
説
を
唱
え
、
縁
起
の
当
相
を
法
身
の
三
摩
耶
身
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
。

４
、
華
厳
宗
・
天
台
宗
に
い
う
草
木
成
仏
説
は
理
性
に
帰
し
て
の
他
依
身
（
心
ヵ
）
成
仏
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
真
言
密
教
に
い
う

草
木
成
仏
は
有
情
と
斉
し
く
発
心
成
仏
す
る
自
依
身
（
心
ヵ
）
成
仏
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
一
方
で
、
坂
本
幸
男
博
士
は

草
木
成
仏
の
日
本
的
展
開

の
中
で
、
空
海
の
草
木
成
仏
に
言
及
し
て

…
…
六
大
縁
起
の
色
心
平
等
の
立
場
で
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
塵
一
法
に
至
る
ま
で
心
識
を
具
有
し
な
い
も
の
は
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
若
し
も
一
塵
一
法
が
心
識
を
具
す
る
と
す
れ
ば
、
発
心
修
行
す
る
の
は
当
然
で
あ
り

２
…
…

し
か
し
な
が
ら
、
空
海
は
草
木
が
自
ら
発
心
修
行
し
て
成
仏
す
る
と
は
明
言
し
て
い
な
い
と
し
、
後
世
の
頼
宝
等
に
よ
っ
て
、
こ
の
問

題
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

真
言
教
学
史
の
中
で
草
木
成
仏
説
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
関
し
て
、
亀
井
宗
忠
氏
は

真
言
宗
に
お
け
る
草
木
成
仏
論
と
即
身
成

仏
の
人
証
と
に
つ
い
て

で
前
述
の
宮
本
論
文
・
那
須
論
文
を
依
用
し
た
上
で

然
る
に
中
古
以
来
、
真
言
宗
の
学
徒
は
…
（
中
略
）
…
非
情
の
草
木
そ
の
も
の
に
も
、
自
ら
発
心
修
行
が
あ
り
、
菩
提
涅
槃
の
義
が

あ
る
と
説
き
、
草
木
成
仏
を
も
っ
て
、
真
言
宗
独
特
の
教
義
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
六
大
縁
起
論
を
誤
解
し
た
と
こ
ろ
か
ら
起
こ

っ
た
戯
論
で
あ
る
と
称
す
べ
き
で
あ

３
ろ
う
。

と
い
い
、
草
木
が
発
心
し
成
仏
す
る
と
い
う
理
論
は
六
大
縁
起
論
の
誤
解
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
草
木
成
仏
論
を
真
言
宗
特
有
の
教

義
と
み
な
す
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
の
度
の
報
告
で
は

秘
蔵
記

及
び

秘
蔵
記

の
注
釈
書
を
中
心
に
真
言
密

教
に
展
開
し
た
草
木
成
仏
説
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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三

空
海
の
著
作
に
見
る
非
情
に
つ
い
て

空
海
は

即
身
成
仏
義

に
お
い
て

諸
の
顕
教
の
中
に
は
四
大
等
を
以
っ
て
非
情
と
為
（
す
）、
密
教
に
は
則
ち
此
を
説
い
て
如
来
の
三
摩
耶
身
と
為
（
す
）、
四
大
等
心

大
を
離
れ
ず
、
心
色
異
な
り
と
雖
も
其
の
性
即
ち
同
な
り
、
色
即
ち
心
、
心
即
ち
色
、
無
障
無
碍

４
な
り

と
、
顕
教
で
は
地
大
・
水
大
・
火
大
・
風
大
等
の
四
大
を
非
情
と
み
な
す
が
、
密
教
に
お
い
て
は
如
来
の
三
摩
耶
身
と
す
る
。
四
大
等
は

心
（
識
）
大
を
離
れ
る
も
の
で
な
い
。
心
色
は
そ
の
性
を
同
じ
く
す
る
。

字
義

に
は

草
木
也
成
ず

何
に
況
ん
や
有
情

５
を
や

と
非
情
で
あ
る
草
木
で
す
ら
成
仏
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
有
情
が
成
仏

し
な
い
わ
け
が
な
い
と
い
い
、
ま
た
別
に
箇
所
で

水
外
に
波
無
し

心
内
即
ち
境
な
り

草
木
佛
無
く
ん
ば

波
則
ち
湿
無
け
ん

彼
れ
に
有
っ
て
此
れ
に
無
く
ん
ば

権
に
非
ら
ず

し
て

６
誰
ぞ

と
、
水
の
外
に
波
が
存
在
し
な
い
よ
う
に
、（
内
）
心
を
離
れ
て
（
外
）
境
は
な
い
。
草
木
の
非
情
に
佛
性
が
な
い
と
い
う
の
は
、
波
に

湿
性
が
な
い
と
い
う
に
等
し
い
。
彼
（
有
情
）
に
佛
性
が
あ
り
、
此
（
非
情
）
に
な
い
と
い
う
の
は
権
説
で
あ
り
実
説
で
は
な
い
。
し
か

も
法
身
の
三
密
は
繊
細
な
塵
芥
の
中
に
も
収
ま
り
、
大
虚
空
に
も
周
遍
し
て
お
り
、
瓦
石
草
木
を
択
ぶ
こ
と
も
な
く
、
人
天
鬼
畜
を
選
別

す
る
こ
と
も
な
い
と

７
明
す
。

秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝

に
は
法
身
・
智
身
に
関
す
る
同
様
の
主
張
が
み
ら
れ
る
。

是
の
如
く
の
法
身
智
身
二
種
色
相
平
等
平
等
に
し
て
一
切
衆
生
界
一
切
非
情
界
に

満
し
て
、
常
恒
に
真
実
語
如
義
語
曼
荼
羅
法
教
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を
演
説
し
た

８
ま
う
。

（
こ
の
よ
う
に
）
自
性
理
法
身
と
受
用
智
法
身
と
は
平
等
で
あ
り
一
切
の
衆
生
界
・
一
切
の
非
情
界
に
普
く
遍
じ
て
お
り
、
常
に
真
実
な

る
言
葉
に
よ
っ
て
曼
荼
羅
の
教
え
で
あ
る
密
教
を
説
き
続
け
て
い
る
。

遍
照
発
揮
性
霊
集

の

式
部
笠
の
丞
が
為
の
願
文

に
は

有
情
非
情
動
物
植
物
。
同
じ
く
平
等
の
佛
性
を
鑑
み
て
。
忽
ち
に
不

二
の
大
衍
を
証

９
せ
ん

と
、
空
海
は
有
情
・
非
情
・
動
物
・
植
物
も
と
も
に
平
等
な
る
佛
性
に
よ
っ
て
、
速
や
か
に
不
二
摩

衍
（
自
性

法
身
）
の
境
界
を
証
得
す
る
よ
う
に
祈
念
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
草
木
成
仏
説
の
思
想
的
根
拠
と
目
さ
れ
た

大
日
経

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
空
海
は
こ
の
一
文
に
よ
っ
て
六
大
縁
起
思
想

を
形
成
す
る
。

大
日
経
に
云
わ
く
、
我
れ
は
即
ち
心
位
に
同
な
り
、
一
切
処
に
自
在
に
し
て
、
普
く
種
種
の
有
情
及
び
非
情
に
遍
ぜ
り
、
阿
字
は
第

一
命
な
り
、
縛
字
を
名
づ
け
て
水
と
為
（
す
）、
羅
字
を
名
づ
け
て
火
と
為
（
す
）、

字
を
名
づ
け
て
風
と
為
（
す
）、

は
虚
空

に

10
同
じ

つ
ま
り
空
海
は

我
即
同
心
位

を
識
大
と
み
な
す
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
一
文
に
六
大
の
概
念
を
見
出
そ
う
と
し
た
。
こ
こ
に
は
大
日

如
来
の
境
界
が
有
情
・
非
情
に
遍
満
せ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
空
海
は
そ
の
文
の

一
切
処
自
在
。
普
遍
於
種
種
。
有
情
及
非
情

に
つ
い
て
、
六
大
の
自
在
用
無
碍
の
徳
を
表
す
と
み
な

11
し
た
。
安
然
は

大
日
経

の
教
説
と
こ
の
文
を
釈
し
た

大
毘

遮
那
成
仏
経

義
釈

（
義
釈
と
略
す
）
を
典
拠
と
し
て
草
木
発
心
成
仏
を
唱
え
て

12
い
る
。
安
然
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
後
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）

二
八
六



四

秘
蔵
記

の
作
者
や
成
立
年
代
に
関
す
る
先
行
研
究

本
報
告
で
取
り
上
げ
る

秘
蔵
記

に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

秘
蔵
記

の
作
者
や
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
数
多
く
の

研
究
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
定
説
を
み
る
に
い
た
っ
て
な
い
。

ま
ず
作
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
四
説
が
い
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
ａ
不
空
三
蔵
説
・
恵
果
和
尚
記
、
ｂ
恵
果
和
尚
説
・
空
海
記
、
ｃ

唐
僧
文
秘
記
・
入
唐
僧
円
行
請
来
説
、
ｄ
略
本
は
空
海
や

隣
口
説
・
円
行
記
、
広
本
は
文
秘
記
・
円
行
請
来
説
で
あ
る
。

ａ
・
ｂ
の
二
説
は
早
く
か
ら
い
わ
れ
て
お
り
、

秘
蔵
記

の
最
古
の
注
釈
書
と
も
み
な
さ
れ
る

蔵
中
冶
金
抄

に

作
者
の
事

二
説
有
り
。
一
に
云
わ
く
。
不
空
の
口
決
恵
果
之
れ
を
記
し
給
う
。
一
に
云
わ
く
。
恵
果
の
詞
を
大
師
御
在
唐
の
時
、

記
せ
し
め
給
う
云
云

後
説
を
以
っ
て
宜
と
為
す
。
故
に
覚

等
、
此
を
御
作
録
に
入
れ
る
な
り
。
云
云

広
略
の
中
、
略
本
を
以

っ
て
正
と

13
為
す

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ｃ
説
は
大
村
西
崖
博
士
の

密
教
発
達
志

に
み
る
説
で

14
あ
り
、
ｄ
説
は
加
藤
精
神
博
士
が

秘
蔵
記
の
著
者
に

つ
い
て

の
論

で
唱
え
た
説
で

15
あ
る
。
近
年
の
研
究
報
告
で
は
、

秘
蔵
記

の
作
者
を
選
定
す
る
議
論
か
ら
離
れ
て
、

秘
蔵
記

に

引
用
さ
れ
る
文
献
等
の

証
に
よ
る
成
立
時
期
の
問
題
へ
と
移
行
し
て
い
る
。

秘
蔵
記

の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
四
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

１
向
井
隆
健
説
（
九
八
七
〜
一
〇
三
六
年
）。
向
井
氏
は

秘
蔵
記

成
立

で

秘
蔵
記

は
一
時
に
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
か
つ
漸
次
増
広
さ
れ
た
も
の
が
編
集
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
と

え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
編
集
者
に
つ
い
て
は
今
の
所
不
明
で
あ
る
。
編
集
推
定
年
に
つ
い
て
は
、

摂
無
礙
経

が
一
応

然
に
よ
っ
て
請
来
さ
れ

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）

二
八
七



た
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
帰
朝
し
た
九
八
七
年
を
上
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
下
限
に
つ
い
て
は
、

秘
蔵
記

の
名
が
最

初
に
み
ら
れ
る
長
元
年
中
（
一
〇
二
八
｜
一
〇
三
六
）
と
い
う
記
述
に
よ
れ
ば
、
一
〇
三
六
年
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。

…
（
中
略
）
…
そ
れ
は
決
し
て
弘
法
大
師
に
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
従
来
の
円
行
、
文

秘
、
或
い
は
大
師
の
弟
子
に
よ
る
印
信
口
決
類
、
ま
た
そ
れ
を
継
承
す
る
後
世
の
関
係
者
な
ど
に
よ
る
も
の
等
諸
種
の
文
が
混
交
し

て
い
る
も
の
と
思
わ

16
れ
る
。

こ
こ
に
は
①

秘
蔵
記

が
漸
次
増
広
さ
れ
編
集
さ
れ
た
著
書
で
あ
る
こ
と
、
②
編
集
推
定
年
は
九
八
七
年
か
ら
一
〇
三
六
年
と
み
る

こ
と
、
③
弘
法
大
師
に
よ
る
編
集
で
は
な
い
こ
と
、
④

秘
蔵
記

は
円
行
・
文
秘
或
い
は
空
海
の
弟
子
の
印
信
口
決
、
そ
の
継
承
者

（
真
言
宗
末
徒
）
の
文
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

２
甲
田
宥

説
（
大
約
九
〇
〇
年
頃
）。
甲
田
氏
は

定
本
弘
法
大
師
全
集

の

秘
蔵
記

の
解
説
の
中
で

秘
蔵
記

が

摂
無
礙
経

を
参
照
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
請
来
は

然
以
前
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
…
（
中
略
）
…
現

存
の

秘
蔵
記

は
漸
次
増
広
さ
れ
た
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
平
安
後
期
以
降
の
写
本
か
ら
は
そ
の
痕
跡
は
う
か
が
え
な
い
。
…

（
中
略
）
…

秘
蔵
記

を
引
く
書
物
は
賢
宝
が

秘
蔵
記
愚
草

の
巻
頭
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
済
暹
以
前
に
も
存
在
す
る
。
即

ち
益
信
（
八
二
七
〜
九
〇
六
）
撰

金
剛
界
八
巻
次
第

、
玄
静
（
〜
九
〇
四
〜
）
撰
と

え
ら
れ
る

無
尽
荘
厳
蔵
次
第

、
天
台
の

明
達
（
八
七
三
〜
九
五
一
？
）
撰

智
界
私
記

、
法
三
宮
真
寂
（
八
八
六
〜
九
二
七
）
の

梵
漢
相
対
抄

、
石
山
淳
祐
（
八
九
〇
〜
九

五
三
）
の

金
剛
界
四
巻
次
第

同
六
巻
次
第

等
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
本
書
の
名
が
見
え
る
最
古
の
例
は
安
然
（
八
四
一

〜
九
一
五
？
）
の

大
日
経
供
養
持
誦
不
同

二
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
前
記
諸
師
の
年
代
を

え
れ
ば
、

秘
蔵
記

は
大
約
九

百
年
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
然
も
、
益
信
と
玄
静
は
元
来
天
台
よ
り
東
密
に
転
じ
た
宗
叡
（
八
〇
九
〜
八
八
四
）

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）

二
八
八



の
弟
子
で
あ
り
、
中
で
も
玄
静
は
宗
叡
や
そ
の
資
禅
念
に
授
法
し
た
後
、
安
然
や
そ
の
資
最
円
に
台
密
を
学
ん
だ
程
で
あ
る
か
ら
、

現
存
の

秘
蔵
記

が
天
台
の
人
師
の
撰
で
あ
る
可
能
性
も

17
強
い
。

即
ち
①

摂
無
礙
経

の

秘
蔵
記

へ
の
影
響
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
経
の
請
来
は

然
以
前
と

え
ら
れ
る
こ
と
、
②
平
安

後
期
の
写
本
に
は

秘
蔵
記

の
増
広
の
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

つ
ま
り

秘
蔵
記

は
こ
れ
ま
で
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
漸
次
増

広
さ
れ
て
で
き
た
も
の
で
は
な
い

、
③
本
書
を
紹
介
す
る
最
古
の
文
献
は
安
然
の

大
日
経
供
養
持
誦
不
同

で
あ
る
こ
と
、
④

秘

蔵
記

を
引
用
す
る
文
献
の
年
代
か
ら
、
本
書
の
成
立
は
約
九
〇
〇
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
、
⑤

秘
蔵
記

を
依
用
す
る
人
々
の
周

辺
の
状
況
か
ら

秘
蔵
記

は
天
台
宗
の
人
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
可
能
性
も

え
ら
れ
る
こ
と
、
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

３
米
田
弘
仁
説
（
八
三
九
〜
九
〇
六
年
）。
米
田
説
は

秘
蔵
記

の
成
立
年
代

の
報
告
に
あ
る
。

秘
蔵
記

に
は
増
広
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
成
立
年
代
に
つ
い
て

察
し
て
き
た
。
…
（
中
略
）
…

秘
蔵

記

は

両
部
金
剛
名
号

を
請
来
し
た
円
行
の
帰
朝
年
時
で
あ
る
八
三
九
年
か
ら
、

円
城
寺
八
巻
次
第

の
作
者
で
あ
る
益
信

の
没
年
、
す
な
わ
ち
九
〇
六
年
ま
で
に
成
立
し
た
も
の
と

え
ら

18
れ
る
。

４
大
沢
聖
寛
説
（
八
八
五
〜
九
一
〇
年
頃
）。
大
沢
説
は

秘
蔵
記
の
年
代
再

に
み
ら
れ
る
。

秘
蔵
記

と
明
示
し
、
そ
の
文
を
引
用
し
て
い
る
、
安
然
撰
の

大
日
経
供
養
持
誦
不
同

の
推
定
撰
述
年
代
で
あ
る
、
仁
和
元

年
（
八
八
五
）
か
ら
、
高
山
寺
聖
教
類
第
四
部
（
一
一
二
函
）
十
三

秘
蔵
記
末

の
奥
書
に

延
喜
十
年

（
九
一
〇
）
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
よ
り
、
八
八
五
〜
九
一
〇
年
頃
の
成
立
と

え

19
た
い
。

こ
の
よ
う
に

秘
蔵
記

の
成
立
年
代
に
は
諸
説
み
ら
れ
決
着
を
み
る
に
至
っ
て
い
な
い
が
、
最
近
の
研
究
で
は

九
〇
〇
年
前
後

を
中
心
と
し
た
議
論
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
但
し

秘
蔵
記

を
空
海
の
撰
述
と
す
る
見
解
は
今
日
行
わ
れ
て
い
な
い
。

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）

二
八
九



五

秘
蔵
記
鈔

に
説
か
れ
る
草
木
成
仏
説
に
つ
い
て

最
初
に

秘
蔵
記

所
説
の
草
木
成
仏
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

草
木
非
情
成
仏
の
義
。
法
身
は
微
細
の
身
に
し
て
五
大
所
成
な
り
。
虚
空
も
亦
五
大
所
成
な
り
。
草
木
も
亦
五
大
所
成
な
り
。
法
身

の
微
細
の
身
は
。
虚
空
乃
至
草
木
ま
で
。
一
切
処
に
遍
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
是
の
虚
空
是
の
草
木
即
法
身
な
り
。
肉
眼
に
於
い
て
は

麁
色
の
草
木
を
見
る
と
雖
も
。
佛
眼
に
於
い
て
は
微
細
の
色
な
り
。
是
の
故
に
本
体
を
動
ぜ
ず
し
て
佛
と
称
す
る
に
妨
碍

20
な
し

こ
こ
に
は
法
身
は
微
細
な
身
で
あ
り
五
大
所
成
で
あ
る
こ
と
が
い
わ
れ
、
同
様
に
虚
空
も
草
木
も
五
大
所
成
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の

法
身
は
虚
空
・
草
木
に
遍
在
す
る
。
肉
眼
に
お
い
て
は
麁
色
の
草
木
を
見
る
が
、
佛
眼
に
お
い
て
は
微
細
の
色
に
映
る
と
あ
る
。

秘
蔵

記

の
記
述
の
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
法
身
・
虚
空
そ
し
て
草
木
を
五
大
所
成
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

秘
蔵
記

が
空
海
の
六

大
縁
起
思
想
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

即
身
成
仏
義

に
説
か
れ
る
よ
う
に
六
大
所
成
（
生
）
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て

秘
蔵
記

の
注
釈
書
で
あ
る

蔵
中
冶
金
抄

と

秘
蔵
記
鈔

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

秘
蔵
記
鈔

の
奥
書
に
は
、
両
著

が

秘
蔵
記

の
要
書
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
消
息
が
残
さ
れ
て
い
る
。

右
の
此
の
抄
（
鈔
ヵ
）

び
に
冶
金
抄
は
秘
蔵
記
の
要
書
に
し
て
重
宝
の
書
な
り
と
雖
も
写
本
謬
り
多
く
し
て
書
写
に
労
せ
り
。
全

部
書
（
し
）
功
（
の
）
成
就
の
後
、
日
々
之
れ
を
拝
見
す
と
雖
も
文
を
誦
す
る
に
至
っ
て
字
体
知
り
難
し
。
寔
と
に
之
れ
を
嘆
く
に

已
後
の
君
校
合
を
加
う

21
べ
し

蔵
中
冶
金
抄

を
説
い
た
成
賢
と

秘
蔵
記
鈔

を
論
じ
た
静
遍
は
、
勝
賢
を
同
じ
く
師
と
し
、
互
い
に
受
法
し
た
法
を
伝
授
し
あ
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

秘
蔵
記

に
関
す
る
扱
い
を
比
較
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）

二
九
〇



ま
ず

蔵
中
冶
金
抄

に
示
さ
れ
て
い
る
成
賢
の
理
解
を
確
認
す
る
。

細
色
麁
色
と
は
前
（
前
）
に
言
う
所
は
心
内
本
有
と
心
外
随
縁
と
な
り
。
前
に
は
正
法
（
報
ヵ
）
に
就
い
て
本
有
成
仏
を
云
う
。
今

は
依
報
に
就
い
て
本
有
を
述
ぶ
る
な
り
。
三
昧
耶
身
の
故
に
成
仏
と

22
云
う
。

微
細
色
（
佛
眼
）
と
麁
色
（
肉
眼
）
と
は
心
内
（
本
有
）
と
心
外
（
随
縁
）
の
有
り
様
で
あ
る
。
前
に
正
報
の
本
有
成
仏
を
述
べ
た
が
、

草
木
非
情
成
仏

で
は
依
報
の
本
有
成
仏
を
説
明
す
る
。
依
報
は
如
来
の
三
昧
耶
身
で
あ
る
か
ら
（
成
）
仏
と
称
す
る
、
と
単
に
言
葉

の
解
釈
に
留
ま
っ
て
い
る
。
続
い
て
取
り
上
げ
る

秘
蔵
記
鈔

の
よ
う
に
草
木
成
仏
そ
れ
自
体
を
問
題
視
し
て
い
る
様
子
は
み
ら
れ
な

い
。

秘
蔵
記
鈔

は
草
木
成
仏
に
つ
い
て
、
円
珍
の

円
多
羅

23
義
集

と
安
然
の

菩
提
心

24
義
抄

を
視
野
に
入
れ
て
論
じ
て
い
る
。
ま

ず
安
然
の

菩
提
心
義
抄

に
つ
い
て
の

察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
論
点
は
三
点
あ
る
。
Ａ
草
木
は
発
心
修
行
成
仏
す
る
の
か
、
Ｂ
草
木

等
は
心
識
を
具
有
す
る
の
か
、
Ｃ
木
や
金
等
に
よ
っ
て
佛
形
（
像
）
や
五
鈷
等
が
造
ら
れ
る
。
草
木
に
心
識
を
認
め
る
な
ら
ば
、
佛
像
の

製
作
工
程
に
お
い
て
草
木
を
伐
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
行
為
は
罪
（
殺
戒
中
の
伐
草
木
戒
）
を
犯
す
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

最
初
に
Ａ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
安
然
は

菩
提
心
義
抄

に
お
い
て
、
依
報
で
あ
る
器
世
間
が
衆
生
の
善
業
力
・
諸
仏
本
願
力
・
真

如
浄
薫
力
の
三
力
に
よ
っ
て
佛
土
と
な
り
佛
身
と
成
る
と
い
う
。
こ
れ
を
自
依
心
の
成
仏
・
他
依
心
の
成
仏
・
共
依
心
の
成
仏
・
唯
一
佛

性
発
心
成
仏
（
非
自
他
共
依
心
成
仏
）
の
四
義
に
よ
っ
て
説
明
す
る
が
、

秘
蔵
記
鈔

は

菩
提
心
義
抄

の
草
木
成
仏
説
の
全
般
に
亘

っ
て
引
用
し
て
い
る
。

一
に
は
自
依
心
成
仏
。
器
世
界
も
真
如
の
変
作
で
あ
り
、
一
切
有
情
が
真
如
を
成
仏
の
因
と
す
る
よ
う
に
、
器
世
界
も
真
如
を
成
仏
の
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因
と
し
て
発
心
成
仏
す
る
。
二
に
は
他
依
心
成
仏
。
正
報
で
あ
る
有
情
が
成
仏
す
る
時
に
依
報
で
あ
る
国
土
も
成
仏
す
る
。
安
然
は

金

剛

中
陰
経

大
宝
積
経

に
よ
り
論
証
を
す
る
。
そ
の
中

金
剛

論

に
は

一
佛
成
道
す
れ
ば
法
界
此
の
佛
の
依
正
に
非
ざ

る
は

25
な
し

と
あ
り
、
つ
ま
り
一
人
が
成
仏
す
る
こ
と
に
よ
り
有
情
非
情
の
す
べ
て
が
成
仏
す
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
三
に
は
共
依
心

成
仏
。
自
依
心
と
他
依
心
に
よ
っ
て
成
仏
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
草
木
の
中
に
あ
る
浄
心
薫
習
力
（
自
依
心
）
と
諸
佛
力
（
他
依
心
）

に
よ
っ
て
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
四
に
は
唯
一
佛
性
発
心
成
仏
。
草
木
等
が
自
依
心
・
他
依
心
・
共
依
心
に
よ
り
成
仏
す
る

が
、
こ
れ
は
自
の
佛
性
で
も
他
の
佛
性
で
も
共
の
佛
性
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
自
の
発
心
・
他
の
発
心
・
共
の
発
心
で
も
な
く
、

唯
一
の
佛
性
が
発
心
し
て
成
仏
す
る
と
し
て

26
い
る
。

更
に
安
然
は
続
け
る
。
法
相
宗
・
三
論
宗
・
華
厳
宗
・
天
台
宗
に
お
い
て
は
草
木
が
発
心
し
成
仏
す
る
こ
と
を
説
か
な
い
。

ま
ず
法
相
宗
で
あ
る
。
摂
相
帰
性
門
の
意
に
よ
る
と
、
万
法
は
真
如
で
あ
り
衆
生
は
皆
佛
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
性
相
別
論
門
で

は
万
法
即
真
如
で
は
な
い
の
で
、
成
仏
す
る
も
の
（
有
情
）
と
成
仏
し
な
い
も
の
（
非
情
）
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
論
宗
で
は
、
理
の
内
の
意
（
真
如
の
平
等
性
）
か
ら
い
う
な
れ
ば
、
衆
生
が
発
心
し
成
仏
す
れ
ば
草
木
も
発
心
成
仏
す
る
こ
と
に
な

る
。
理
の
外
の
立
場
で
は
衆
生
は
発
心
し
成
仏
し
、
草
木
は
発
心
成
仏
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

華
厳
宗
で
は
、
一
切
の
諸
仏
は
等
正
覚
を
成
ず
る
時
に
、
一
切
の
衆
生
等
の
身
と
国
土
等
の
身
を
得
る
と
い
う
。
衆
生
世
間
と
国
土
世

間
も
佛
身
と
同
一
で
あ
り
、
智
正
覚
世
間
が
等
正
覚
を
成
ず
る
時
に
衆
生
世
間
・
国
土
世
間
も
同
時
に
円
融
し
成
仏
す
る
と
説
く
。
し
か

し
な
が
ら
、
国
土
（
世
間
）
身
そ
の
も
の
が
発
心
し
成
仏
す
る
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。

天
台
宗
で
は
、
草
木
等
に
佛
性
・
心
性
・
中
道
・
三
身
を
認
め
る
が
、
草
木
の
発
心
修
行
成
仏
に
直
接
触
れ
る
証
文
は
な
い
。

そ
の
上
で
安
然
は
五
時
教
判
論
に
よ
っ
て
、
真
言
宗
（
安
然
の
い
う
）
で
は
草
木
等
の
自
発
心
修
行
成
仏
が
可
能
で
あ
る
と
主
張

27
し
た
。
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そ
の
思
想
的
根
拠
と
す
る
の
が
、

大
日
経

大
毘

遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
義
釈

（
義
釈
と
略
す
）

大
毘

遮
那
経
供
養
次
第
法
疏

（
供
養
法
疏
と
略
す
）
で
あ
る
。

大
日
経

の

阿

梨
真
実
智
品

に
は
左
記
の
よ
う
に
あ
る
。

我
れ
即
ち
心
位
に
同
な
り

一
切
処
に
自
在
に
し
て

普
く
種
種
の

有
情
と
及
び
非
情
に
遍
ぜ
り

阿
字
は
第
一
命
な
り

縛
字

を
名
づ
け
て
水
と
す

羅
字
を
名
づ
け
て
火
と
為
し

字
を
忿
怒
と
名
づ
く

字
は
虚
空
に
同
じ

所
謂
極
空
の
點

28
な
り

大
日
経

の
文
に
つ
い
て

義
釈

は
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

阿
字
第
一
命
と
は
謂
わ
く
即
ち
阿
字
を
以
っ
て
心
と
為
す
、
故
に
一
切
に
遍
じ
て
自
在
に
成
す
。
言
わ
く
此
の
阿
字
は
我
れ
に
異
な

ら
ず
、
我
れ
は
阿
字
に
異
な
ら
ず
。
乃
ち
悉
く
一
切
の
情
非
情
の
法
に
遍
ず
、
此
の
諸
法
は
即
ち
阿
字
を
以
っ
て
第
一
命
と
す
る
な

り
。
猶
お
人
の
出
入
の
息
有
る
は
、
此
れ
を
以
っ
て
命
と
す
、
息
絶
え
ぬ
れ
ば
即
ち
命
続
か
ざ
る
が
如
し
。
此
の
阿
も
亦
然
り
、
一

切
の
有
情
、
以
っ
て
命

29
と
す
。

空
海
が

大
日
経

阿

梨
真
実
智
品

を
依
り
所
と
し
て
、
六
大
思
想
を
体
系
づ
け
た
こ
と
は
前
に
確
認
し
た
。

安
然
は

大
日
経

と

義
釈

に
よ
り
草
木
の
発
心
成
仏
思
想
を
建
立
す
る
。
つ
ま
り

義
釈

の

諸
法
即
以
阿
字
為
第
一
命

の
第
一
命
と
は
発
菩
提
心
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
草
木
が
自
依
心
に
よ
っ
て
発
心
す
る
義
で
あ
る
。

我
不
異
阿
字
也
。
乃
悉
遍
於
一

切
情
非
情
法

の
一
文
は
、
行
者
の
菩
提
心
が
（
有
）
情
非
情
に
遍
じ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
こ
れ
は
草
木
が
他
依
心
に
よ
っ
て
発
心
す

る
義
で
あ
る
。

我
即
同
心
位
一
切
処
自
在
而
成

の
文
は
、
能
所
和
合
の
共
依
心
に
よ
る
発
心
を
意
味
す
る
。
空
海
は

即
身
成
仏
義

の
中
で

我
即
同
心
位

を
識
大
と
し
、
一
切
処
以
下
を
識
大
を
含
め
た
六
大
の
自
在
な
る
用
と
位
置
付
け
た
。
と
も
あ
れ
安
然
は
同
じ

大
日
経

の
文
に
自
依
心
成
仏
・
他
依
心
成
仏
・
共
依
心
成
仏
を
認
め
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
三
義
は
い
ず
れ
も
阿
字
を
第
一
命
と
す
る
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も
の
で
、
阿
字
の
理
法
は
自
ら
菩
提
心
を
発
す
の
で
あ
り
、
行
者
や
諸
法
が
発
す
の
で
は
な
い
。
唯
一
佛
性
に
よ
る
発
心
で
あ
る
と

30
い
う
。

ま
た
阿
字
を
発
菩
提
心
と
規
定
し
た
上
で
、

供
養
法
疏

の
教
説
を
用
い
て
、
四
重
秘
釈
に
よ
る
阿
字
の
理
解
を
示
す
。

供
養
法

疏

は
阿
字
に
つ
い
て
、
秘
密
釈
・
秘
密
中
秘
釈
・
秘
秘
中
秘
釈
の
三
種
を
明
か
す
。

問
う
、
阿
誰
か
本
法
に
向
い
て
本
不
生
を
呼
び
造
す
や
。

答
う
。
三
種
あ
り
。
一
に
は
秘
密
釈
、
二
に
は
秘
密
中
秘
釈
、
三
に
は
秘
秘
中
秘
釈
な
り
。
一
に
秘
密
釈
と
は
、
大
毘

遮
那
、
本

不
生
を
説
き
た
ま
う
が
故
に
。
二
に
秘
密
中
秘
釈
と
は
、
阿
字
自
ら
本
不
生
を
説
く
が
故
に
。
三
に
秘
秘
中
秘
釈
と
は
、
本
不
生
の

理
に
自
ら
理
智
あ
り
て
、
自
ら
本
不
生
を
覚
る
が

31
故
に
。

四
重
秘
釈
と
は
、
こ
れ
に
浅
略
釈
（
一
般
的
解
釈
）
を
加
え
た
理
解
で
あ
る
。

供
養
法
疏

の
阿
字
解
釈
を
う
け
て
、
安
然
は
以
下
の

よ
う
に
述
べ
る
。

四
秘
秘
中
深
秘
釈
。
悉
曇
に
云
わ
く
。
此
の
阿
字
は
佛
天
人
修
羅
の
所
作
に
非
ず
。
本
よ
り
是
れ
自
然
道
理
の
所
作
な
り
。
故
に
是

れ
真
如
随
縁
変
現
の
形
声
な
り
。
若
し
有
情
は
真
如
随
縁
を
以
っ
て
の
故
に
発
心
成
仏
す
。
亦
阿
字
（
も
）
真
如
随
縁
を
以
っ
て
の

故
に
発
心
成
仏
す
。
既
に
真
如
変
作
の
阿
字
と
言
う
。
故
に
知
ん
ぬ
。
有
情
非
情
皆
阿
字
を
具
す
。
同
一
真
如
の
変
作
す
る
所
な
る

が

32
故
に

四
秘
秘
中
深
秘
釈
と
は

供
養
法
疏

に
い
う
三
秘
秘
中
秘
釈
に
相
当
す
る
。
則
ち
（
阿
字
）
本
不
生
の
理
に
は
本
来
理
智
が
備
わ
っ

て
お
り
、
自
ら
本
不
生
を
覚
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
阿
字
は
佛
・
天
・
人
・
修
羅
の
作
す
も
の
で
は
な
く
、
本
よ
り
自
然
の

道
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
有
情
が
真
如
随
縁
の
理
に
よ
っ
て
発
心
成
仏
す
る
よ
う
に
、
阿
字
も
真
如
随
縁
に
よ
り
発
心
成
仏
す
る
。
有

情
も
非
情
も
共
に
こ
の
阿
字
を
具
有
す
る
、
と
安
然
は
い
う
。
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も
っ
と
も
坂
本
幸
男
博
士
は

草
木
成
仏
の
日
本
的
展
開

の
中
で
、
安
然
の
一
連
の
主
張
に
つ
い
て

前
掲
の
大
日
経
の
文
が
草
木
の
発
心
成
仏
の
典
拠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
に
は
な
か
な
か
理
解
し
難
い
所
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

併
し
、
当
時
の
真
言
教
学
で
は
斯
く
の
如
く
理
解
し
て
い
た
の
で
あ

33
ろ
う
。

と
い
い
、
安
然
の
解
釈
に
少
な
か
ら
ず
疑
問
を
示
し
て
い
る
。

安
然
の
四
義
に
よ
る
解
釈
に
つ
い
て
、
静
遍
は

秘
蔵
記
鈔

に
お
い
て

問
う
。
此
の
安
和
上
の
釈
は
自
家
の
義
と
符
合
す
る
哉

答
う
。
天
台
の
自
依
心
の
故
に
発
心
成
仏
す
る
等
の
四
義
、
唯
だ
真
如
随
縁
変
作
諸
法
故
に
、
有
情
非
情
は
同
一
真
如
な
る
が
故
に

相
即
し
て
成
立
す
る
。
故
に
草
木
有
心
の
義
、
其
の
旨
を
成
ず
る

34
な
り
。

と
論
じ
、
天
台
教
学
に
い
う
自
依
心
成
仏
等
の
四
義
は
、
諸
法
を
真
如
の
変
作
と
す
る
真
如
随
縁
に
よ
る
理
論
で
あ
り
、
有
情
も
非
情
も

同
一
な
る
真
如
に
よ
る
存
在
と
捉
え
て
い
る
。（
真
言
教
学
と
の
相
異
に
つ
い
て
の
静
遍
の
立
場
は
後
に
詳
述
す
る
）

次
に
Ｂ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
安
然
は

菩
提
心
義
抄

を
通
じ
て
、
草
木
の
佛
性
（
成
仏
）
の
問
題
か
ら
展
開
さ
せ
草
木
の
発
心
修
行

成
仏
の
論
証
を
試
み
て
い
る
。
こ
こ
に
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
草
木
は
発
心
修
行
す
る
た
め
の
心
識
を
具
有
す
る
か
否
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
然
は

菩
提
心
義
抄

に
お
い
て

問
う
。
有
情
は
九
識
を
具
す
る
が
故
に
第
六
意
識
は
善
悪
を
分
別
し
て
菩
提
心
を
発
す
。
今
、
色
塵
等
は
現
に
八
識
を
闕
す
。
已
に

意
識
無
し
。
何
を
以
っ
て
発
心
せ
ん
。

答
う
。
有
情
の
第
九
の
浄
心
変
じ
て
八
識
と
成
る
。
八
識
能
く
七
識
を
現
ず
る
が
故
に
。
亦
非
情
の
第
九
の
浄
心
変
じ
て
八
識
と
成

る
。
八
識
亦
七
識
を
現
ず
。
已
に
第
六
有
り
、
何
ぞ
発
心
せ
ざ
ら
ん
や
。
…
（
中
略
）
…
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問
う
。
若
し
爾
ら
ば
一
一
の
有
情
に
各
九
識
有
る
が
如
く
、
亦
一
一
の
微
塵
に
各
九
性
有
る
や
否
や

答
う
。
龍
樹
の
十
識
の
中
に
云
わ
く
。
八
識
常
の
如
し
。
第
九
識
一
切
一
心
識
。
謂
わ
く
一
切
に
各
の
一
心
有
る
な
り
。
第
十
の
一

心
一
心
識
。
謂
わ
く
一
切
共
に
一
心
有
り
。
云
云

故
に
知
ん
ぬ
、
一
一
の
有
情
一
一
の
色
塵
共
に
一
心
有
り
。
故
に
一
心
と
云
う
。

謂
わ
く
情
非
情
に
各
一
心

35
有
り
。

と
明
か
す
。
即
ち
有
情
は
九
識
を
具
す
。
こ
の
中
の
第
六
意
識
は
善
悪
を
分
別
す
る
識
で
あ
り
、
菩
提
心
を
発
す
識
で
も
あ
る
。
草
木
等

の
色
塵
に
は
八
識
は
な
く
、
従
っ
て
意
識
も
な
い
。
如
何
に
し
て
発
心
に
い
た
る
の
か
？
こ
の
よ
う
な
問
い
に
対
し
て
安
然
は
、
有
情
も

九
識
の
浄
心
が
変
じ
て
八
識
と
な
り
、
八
識
か
ら
さ
ら
に
七
識
を
現
ず
る
よ
う
に
、
非
情
に
も
同
様
の
こ
と
が
成
立
す
る
。
一
一
の
有

情
・
一
一
の
非
情
に
一
心
（
真
如
の
浄
心
）
を
具
有
す
る
の
で
あ
る
。

静
遍
は
安
然
の
見
解
を
踏
ま
え
て

此
れ
等
の
義
の
意
は
皆
真
如
の
性
を
具
す
る
が
故
に
草
木
等
に
八
識
有
る
な
り
。
事
を
具
す
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
自
宗
の
義
は
六

大
無
礙
常

伽
の
故
に
非
情
草
木
等
に
各
六
大
有
り
。
其
の
中
の
五
大
と
は
第
九
識
な
り
。
識
大
と
は
第
八
識
な
り
。
但
し
草
木
等

は
五
大
を
表
と
為
し
識
大
を
裏
と
為
す
。
人
天
等
は
識
大
を
表
と
為
し
五
大
を
裏
と
為
す
。
之
れ
に
依
っ
て
現
に
人
天
草
木
等
の
別

有
り
。
然
り
と
雖
も
六
大
皆
事
を
具
し
て
性
を
具
す
に
非
ず
。
仍
っ
て
各
各
に
発
心
成
仏
す
る
な
り
。

但
し
我
等
凡
夫
は
見
る
こ
と
能
わ
ず
知
る
こ
と
能
わ
ざ
る
こ
と
、
迷
情
の
前
に
は
四
曼
隔
別
の
故
に
草
木
三
昧
耶
身
の
作
業
を
見

（
え
）
ざ
る
な
り
。
若
し
達
悟
以
後
は
互
い
に
見
互
い
に
知
る
な
り
。
四
曼
不
離
六
大
無
礙
の
故
に
草
木
等
皆
各
各
に
四
曼
有
る
が

ゆ
え
に
各
各
に
発
心
成
仏
す
る

36
な
り
。

と
い
う
。
安
然
は
諸
法
の
本
性
を
真
如
と
し
、
こ
の
立
場
か
ら
草
木
に
八
識
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
（
用
）
の
具
有
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ま
で
言
明
し
て
い
な
い
。
真
言
教
学
は
六
大
無
礙
常

伽
に
よ
る
六
大
縁
起
を
唱
え
る
の
で
、
非
情
で
あ
る
草
木
等
に
も
六
大
を
み
る
。

一
切
諸
法
は
六
大
所
成
（
生
）
で
あ
る
。
五
大
は
第
九
識
で
あ
り
、
識
大
は
第
八
識
で
あ
る
。
草
木
等
（
非
情
）
は
五
大
を
表
と
し
識
大

を
裏
と
す
る
。
人
天
等
（
有
情
）
は
識
大
を
表
と
し
五
大
を
裏
と
す
る
。
人
天
・
草
木
の
別
は
正
し
く
こ
の
理
解
に
よ
る
。
六
大
は
事

（
用
）
を
有
す
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
に
発
心
成
仏
す
る
。
し
か
し
、
凡
夫
は
迷
情
の
た
め
に
四
種
曼
荼
羅
を
隔
別
と
解
し
、
草
木
の
三
昧
耶

身
の
作
業
を
見
る
こ
と
も
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
覚
者
は
四
曼
荼
羅
各
不
離
・
六
大
無
礙
常

伽
の
意
に
よ
り
発
心
成
仏
を
了
解
す
る

の
で
あ
る
。

第
三
に
Ｃ
に
つ
い
て
の

証
で
あ
る
。

問
う
。
現
に
世
間
の
人
を
見
る
に
木
金
等
を
以
っ
て
、
或
い
は
佛
形
を
作
し
或
い
は
五
鈷
等
を
作
す
。
此
の
時
に
非
情
の
三
昧
即

（
耶
ヵ
）
身
（
は
）、
他
依
心
の
故
に
実
に

磨
身
成
仏
の
義
を
作
す
乎
。
又
六
大
を
切
る
こ
と
を
具
な
う
が
故
に
表
に
は
不
同
な

り
と
雖
も
皆
情
識
を
具
せ
ば
草
木
を
伐
る
に
敬
羅
と
成

37
る
耶

こ
こ
に
は
二
種
の
問
い
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
世
間
の
人
が
木
や
金
等
に
よ
っ
て
、
佛
形
（
像
）
や
五
鈷
（
杵
）
等
を
作
る
こ
と
が
あ

る
が
、
①
（
如
来
の
三
昧
耶
身
で
あ
る
）
非
情
は
、
安
然
の
い
う
他
依
心
に
よ
っ
て
（

磨
身
と
し
て
）
成
仏
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
、
②
ま
た
（
木
金
等
よ
っ
て
佛
形
を
作
る
過
程
に
お
い
て
非
情
の
）
六
大
を
分
断
す
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
が
、
情
識
を
具
有

す
る
草
木
を
伐
る
な
ら
ば
、
そ
の
戒
し
め
を
破
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

①
の
問
題
に
つ
い
て
静
遍
は

答
う
。
…
（
中
略
）
…
四
曼
不
離
の
故
に
草
木
の

磨
形
は
巧
匠
人
の
縁
に
依
っ
て
顕
わ
る
な
り
。

但
し
是
れ
彼
の
天
台
の
他
依
心
の
義
に
は
同
ぜ
ざ
る
な
り
。
彼
の
有
情
開
悟
の
時
に
、
非
情
も
佛
体
法
性
な
る
こ
と
を
覚
ら
る
が
故
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に
成
仏
と
云
う
。
彼
は
一
切
皆
成
に
、
此
れ
成
不
成
有
る
な
り
。

金
木
は
縁
を
待
っ
て

磨
身
を
顕
得
す
。
金
木
（
の
）
発
心
の
時
、
人
（
は
）
善
心
許
り
会
し
て
佛
像
を
成
ず
る
な
り
。

38
云
云

四
種
曼
荼
羅
は
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
草
木
の

磨
形
（

磨
曼
荼
羅
）
は
巧
匠
の
縁
に
よ
っ
て
顕
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

天
台
宗
で
い
わ
れ
る
他
依
心
成
仏
の
意
と
は
相
異
す
る
。
天
台
教
学
に
い
う
他
依
心
成
仏
は
有
情
の
悟
り
に
応
じ
て
非
情
も
法
性
を
覚
知

す
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
有
情
の
成
・
不
成
の
別
に
よ
る
非
情
の
成
・
不
成
が
存
在
す
る
。
金
木
等
は
縁
を
待
っ
て

磨
身
を
顕
わ
す
。

金
木
が
発
心
す
る
時
に
人
（
巧
匠
）
は
善
心
に
よ
っ
て
佛
像
を
現
ず
る
の
で
あ
る
。
ま
た
②
の
伐
草
木
（
戒
）
罪
に
つ
い
て
は

次
に
草
を
伐
り
薪
を
断
ち
敬
罪
（
羅
カ
）
を
成
ず
べ
き
こ
と
と
は
天
台
の
釈
に
云
わ
く
。
伐
草
敬
畜
二
罪
同
篇
文

敬
罪
、
之
れ
有

る
べ
し
。
但
し
三
種
世
間
依
正
繫
属
成
立
の
義
之
れ
有
る
故
に

五
大
識
大
（
増
）
表
裏
の
故
に
世
人
の
草
木
を
伐
る
こ
と
に
性
罪

は
成
ぜ
ざ
る
な
り
。

真
言
行
者
は
四
曼
は
皆
佛
体
と
覚
る
が
故
に
唯
佛
与
佛
の
因
縁
相
成
因
縁
隠
顕
互
い
に
依
正
と
為
し
互
い
に
成
壊
と
為
す
こ
と
。
皆

是
れ
法
爾
の
故
に
罪
に
非

39
ら
ず
。

と
表
し
、
天
台
の
釈
に
も
あ
る
よ
う
に
、
草
を
伐
り
薪
を
断
つ
こ
と
は
罪
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

三
種
世
間
依
正
繫
属
成
立

と

五
大
識
大
（
増
）
表
裏

の
意
か
ら
い
う
な
れ
ば
、
世
の
人
（
在
家
）
が
草
木
を
伐
る
こ
と
は
罪
と
は
な
ら
な
い
。
真
言
行
者
に
お
い

て
は
四
種
曼
荼
羅
を
そ
の
ま
ま
佛
体
と
み
る
の
で
、
す
べ
て
は
唯
佛
與
佛
に
よ
る
因
縁
の
相
成
・
隠
顕
で
あ
り
、
互
い
に
依
報
・
正
報
と

な
り
成
壊
と
な
る
こ
と
は
、
法
爾
自
然
の
道
理
で
あ
る
か
ら
罪
と
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

静
遍
は

秘
蔵
記
鈔

に
、
円
珍
の
無
情
成
仏
説
も
紹
介
す
る
。
円
珍
は

理
智
一

40
門
集

・

授

41
決
集

・

円
多
羅

42
義
集

等
で
、
草

木
成
仏
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
。
円
珍
の
無
情
成
仏
に
関
し
て
は
前
の
坂
本
論
文
に
詳
し
い
。
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授
決
集
下
巻
の
無
情
成
仏
決
に
よ
れ
ば
、
真
如
の
理
に
入
っ
て
一
切
法
を
観
ず
れ
ば
、
真
如
実
相
の
妙
理
で
な
い
も
の
は
無
く
、
内

外
の
色
心
と
及
び
中
間
と
は
そ
の
体
一
相
、
即
ち
、
無
相
で
あ
る
か
ら
、
有
情
と
非
情
と
は
一
体
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
草
木
に

佛
性
の
あ
る
こ
と
は
認
め
て
い
る
が
、
草
木
の
発
心
成
仏
修
行
に
は
関
説
し
て
い
な
い
。
…
（
中
略
）
…
理
智
一
門
集
に
は
、
草
木

成
仏
を
説
い
て
い
る
。
即
ち
天
台
大
円
教
に
於
い
て
は
一
色
一
香
無
非
中
道
で
あ
る
か
ら
、
有
情
非
情
倶
に
大
日
如
来
の
一
身
よ
り

生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
成
仏
と
は
大
日
の
一
身
に
叶
う
こ
と
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
円
珍
は
一
行
よ
り
伝
え
た
所
と
し
て
、
金
剛

界
の
五
字
の
成
仏
は
草
木
成
仏
で
あ
る
と
説
き
、
…
…
ま
た
草
木
に
も
心
有
る
こ
と
を
説
き
、
そ
の
経
証
と
し
て
、
前
掲
の
不
空
智

吉
蔵
経
の

非
情
草
木
の
於
て
心
無
き
も
の
無
し

を
援
用
し
、
…
…
有
情
は
胎
蔵
界
の
阿
字
よ
り
出
生
し
、
草
木
は
金
剛
界
の

字
よ
り
出
生
す
る
が
故
に
差
別
は
可
能
で
あ
る

43
…
…

と
こ
ろ
で

秘
蔵
記
鈔

に
は
、
円
珍
が

円
多
羅
義
集

で
説
示
し
た

草
木
成
仏

に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

問
う
。
智
証
釈
に
云
わ
く
。
林
和
尚
の
決
に
云
わ
く
。
草
木
成
仏
は
金
剛
界

字
従
り
大
悲
と
大
智
と
の
二
旨
在
り
。
大
悲
門
の
故

に
草
木
成
仏
の
義
を
説
か
ず
。
大
智
門
の
故
に
草
木
成
仏
の
義
を

44
説
く
。
文

此
の
義
其
の
意
如
何

つ
ま
り
草
木
成
仏
が
大
悲
門
で
は
説
か
れ
ず
、
大
智
門
で
説
か
れ
る
こ
と
に
関
す
る
質
疑
が
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

答
う
。
此
の
義
優
美
な
り
。
本
自
り
迷
悟
は
識
大
の
前
に
之
れ
を
論
ず
。
識
大
（
が
）
五
大
に

い
て
一
念
（
の
）
分
別
心
の
起
こ

す
こ
と
有
り
。
是
れ
迷
は
始
め
の
元
初
の
一
念
に
し
て
衆
生
は
此
れ
自
り
起
こ
れ
り
。
此
の
識
大
の
分
別
（
が
）
五
大
に
帰
し
て
列

な
る
な
り
。
是
れ
悟
の
初
め
な
り
。
等
覚
の
終
心
な
り
。
仍
っ
て
成
仏
す
。
大
智
（
の
）
識
大
は
之
れ
を
謂
う
、
大
悲
（
の
）
五
大

の
前
に
は
迷
悟
な
き
が
故
に
成
仏
と
云
う
べ
か
ら
ず
。

今
、
草
木
成
仏
と
は
草
木
の
中
に
六
大
有
り
。
彼
の
識
大
の
前
に
成
仏
の
迷
悟
有
り
。
五
大
の
前
に
は
成
仏
の
義
な
し
。
有
情
の
六
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大
も
亦
復
是
く
の
如
し
。
但
し
六
大
四
曼
皆
佛
体
の
（
と
い
う
）
前
に
は
五
大
も
本
来
佛
の
義
の
故
に
本
（
よ
り
）
成
仏
と
云
う

45
な
り
。

静
遍
は
い
う
。
迷
・
悟
は
識
大
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
。
識
大
が
五
大
に
反
し
て
分
別
の
一
念
を
起
こ
す
こ
と
が
迷
い
で
あ
る
。
こ
の
迷

い
で
あ
る
分
別
を
起
こ
す
の
を
衆
生
と
い
う
。
識
大
に
お
い
て
の
み
成
不
成
の
別
が
あ
り
、
五
大
に
お
い
て
は
迷
悟
は
な
い
。
六
大
所
成

（
生
）
で
あ
る
草
木
の
成
仏
も
、
識
大
に
お
い
て
成
不
成
が
論
議
さ
れ
る
、
と
。

最
後
に

秘
蔵
記

中
の

是
故
不
動
本
体
称
佛
無
妨
碍

は
、
草
木
の
成
仏
を
立
証
す
る
一
文
と
み
な
し
て
い
る
。

問
う
。
今
の
文
に
云
わ
く
。
是
の
故
に
本
体
を
動
ぜ
ず
し
て
佛
と
称
す
る
に
妨
碍

46
な
し
文
と
は
草
木
成
仏
の
義

答
う
。
爾
か
な
り
。
有
情
成
仏
と
は
、
十
界
互
具
の
故
に
十
界
（
に
）
各
佛
界
を
具
す
る
が
故
に
十
界
（
は
）
皆
本
来
佛
な
り
。
但

し
此
の
前
に
は
九
界
は
佛
に
非
ら
ず
、
互
具
の
故
に
佛
と
云
う
な
り
。
非
情
成
仏
と
は
、
四
曼
本
来
佛
身
の
故
に
草
木
等
即
ち
是
れ

佛
の
三
昧
耶
身
な
り
。
故
に
本
体
を
動
ぜ
ず
し
て
佛
と
称
す
と
云
う
な
り
。
此
の
四
曼
（
の
）
本
来
佛
身
の
前
に
九
界
且
つ
佛
身
な

り
。
地
獄
鬼
畜
等
（
も
）
本
来

磨
身
の
故
に
、
十
界
中
の
佛
と
四
曼
の
佛
と
総
別
不
同

47
な
り

有
情
成
仏
と
は
十
界
互
具
の
視
点
か
ら
い
う
も
の
で
、
十
界
の
各
に
佛
界
を
具
す
こ
と
を
い
う
。
九
界
に
お
い
て
い
う
も
の
で
は
な
い
。

非
情
成
仏
は
あ
ら
ゆ
る
一
切
の
も
の
が
四
種
曼
荼
羅
に
し
て
本
来
佛
身
で
あ
る
と
い
う
視
点
か
ら
唱
え
ら
れ
る
も
の
で
、
草
木
等
も
佛
の

三
昧
耶
身
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
四
種
曼
荼
羅
に
お
い
て
は
九
界
も
佛
身
で
あ
る
。
地
獄
・
鬼
畜
等
も
（
本
来
）

磨
身
と
み
る
の

で
あ
る
。
即
ち

字
義

に
も

三
種
世
間
は
皆
是
れ
佛
体
な
り

四
種
曼
荼
は
即
ち
是
れ
真
佛

48
な
り

と
明
か
す
よ
う
に
、
空
海
は

す
べ
て
の
草
木
等
を
如
来
の
三
昧
耶
身
と
し
、
本
体
を
動
ぜ
ず
し
て
佛
と
み
た
の
で
あ
る
。

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）

三
〇
〇



六

ま

と

め

真
言
密
教
に
お
け
る
草
木
成
仏
に
つ
い
て
、

秘
蔵
記

と

秘
蔵
記
鈔

を
中
心
に
眺
め
て
み
た
。
こ
の

証
を
通
し
て
次
の
よ
う

な
結
論
を
導
き
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

草
木
成
仏
は
湛
然
が

金
剛

論

を
著
し
て
以
来
、
主
に
天
台
教
学
の
中
で
取
り
沙
汰
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
に
な

っ
た
日
本
天
台
に
お
い
て
は
、
さ
ら
な
る
思
想
的
進
展
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。
円
珍
は

理
智
一
門
集

円
多
羅
義
集

で

不
空

智
吉
蔵
経

を
典
拠
と
し
て
草
木
成
仏
を
論
じ
た
。
安
然
は

菩
提
心
義
抄

に
お
い
て
草
木
の
発
心
成
仏
を
提
唱
し
た
。
安
然
に
よ
っ

て
草
木
の
佛
性
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
草
木
の
発
心
修
行
論
へ
と
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
安
然
は
そ
の
思
想
的
根
拠
を

大
日
経

阿

梨
真
実
智
品

の
一
説
と

義
釈

の
解
釈
に
求
め
、
議
論
の
対
象
と
な
る
草
木
と
心
識
の
関
係
に
つ
い
て
は
、（
真
如
）
性
具
説
に

よ
っ
て
そ
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
。

真
言
密
教
に
お
い
て
も

草
木
成
仏

が
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
証
左
と
し
て

秘
蔵
記

を
め
ぐ
る
議
論

が
存
在
す
る
。
承
知
の
よ
う
に
空
海
は
、
安
然
が
草
木
発
心
成
仏
の
典
拠
と
し
た

大
日
経

の
教
説
に
よ
っ
て
六
大
縁
起
思
想
を
確
立

し
て
い
る
。
そ
し
て
六
大
思
想
の
視
点
か
ら
、
非
情
を
如
来
の
三
昧
耶
身
と
し
、
非
情
の
佛
性
（
成
仏
）
を
容
認
す
る
立
場
を
と
っ
た
。

秘
蔵
記
鈔

に
お
い
て
静
遍
は
、
円
珍
や
安
然
の
提
唱
し
た
教
説
と
の
比
較
を
と
お
し
て
、
真
言
密
教
の
草
木
成
仏
を
論
じ
て
い
る
。

静
遍
の
示
し
た
草
木
成
仏
説
は
空
海
の
六
大
思
想
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

真
言
密
教
の
根
幹
に
関
わ
る
教
説
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る

秘
蔵
記

に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
度
の
報
告

で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、

秘
蔵
記

所
説
の

草
木
非
情
成
仏

に
は
法
身
・
虚
空
・
草
木
を
五
大
所
成
と
す
る
。

即
身
成
仏
義

で

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）

三
〇
一



六
大
所
成
（
生
）
説
を
唱
え
た
空
海
の
見
解
と
相
異
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

註１

宮
本
正
尊

草
木
国
土
悉
皆
成
仏
の
佛
性
論
的
意
義
と
そ
の
作
者

（

印
度
学
佛
教
学
研
究

印
佛
研
と
略
す

九

二
・
六
九
六

六

九
八
頁
）

２

坂
本
幸
男

草
木
成
仏
の
日
本
的
展
開

（

中
野
教
授
古
稀
記
念
論
文
集

三
〇
八
頁
）

３

亀
井
宗
忠

真
言
宗
に
お
け
る
草
木
成
仏
論
と
即
身
成
仏
の
人
証
と
に
つ
い
て

（

仏
教
に
お
け
る
証
の
問
題

日
本
仏
教
学
会
編
・
一

八
四

一
八
五
頁
）

４

即
身
成
仏
義

（

十
巻
章

二
二
頁
）

５

字
義

（

十
巻
章

六
四
頁
）

６

字
義

（

十
巻
章

六
五
頁
）

７

字
義

（

十
巻
章

六
八

六
九
頁
）

８

秘
密
曼
荼
羅
教
付
法
伝

（

弘
法
大
師
全
集

弘
全
と
略
す

一
・
三
頁
）

９

遍
照
発
揮
性
霊
集

（

弘
全

三
・
四
七
三
頁
）

10

大
日
経

（

大
正
蔵

十
八
・
三
八
頁
ａ
ｂ

11

即
身
成
仏
義

（

十
巻
章

十
八

十
九
頁
）

12

菩
提
心
義
抄

（

大
正
蔵

七
五
・
四
八
五
ｃ

四
八
六
）

13

蔵
中
冶
金
抄

（

続
真
言
宗
全
書

続
真
と
略
す

十
五
・
三
頁
ａ
）

14

大
村
西
崖
（

密
教
発
達
志

七
九
五

七
九
六
頁
）

15

加
藤
精
神

秘
蔵
記
の
著
者
に
就
て

（

密
教

第
一
巻
第
三
号
）

16

向
井
隆
健

秘
蔵
記

成
立

（

密
教
学
研
究

十
五
）

17

甲
田
宥

秘
蔵
記

解
説

（

定
本
弘
法
大
師
全
集

五
）

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）

三
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18

米
田
弘
仁

秘
蔵
記

の
成
立
年
代

（

密
教
文
化

一
八
六
）

19

大
沢
聖
寛

秘
蔵
記
の
成
立
年
代
再

（

印
佛
研

四
七

二
）・
大
沢
氏
は

秘
蔵
記

に
つ
い
て
、
ほ
か
に

秘
蔵
記
の
一

察

（

大
正
大
学
大
学
院
研
究
論

集
創
刊
号
）・

弘
法
大
師
の
教
学
と
秘
蔵
記

（

印
佛
研

三
六

一
）・

秘
蔵
記

の
撰
述
年
代
に
つ

い
て

（

密
教
学
研
究

二
四
）・

円
城
寺
八
巻
次
第

の
引
用
文
献
に
つ
い
て

（

印
佛
研

四
八

二
）
等
の
報
告
を
し
て
い
る
。

20

秘
蔵
記

（

弘
全

二
・
三
七
頁
）

21

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
七
頁
）

22

蔵
中
冶
金
抄

（

続
真

十
五
・
二
二
頁
）

23

円
多
羅
義
集

（

智
証
大
師
全
集

下
）

24

菩
提
心
義
抄

（

大
正
蔵

七
五
）

25

金
剛

（

大
正
蔵

四
六
・
七
八
四
ｃ
）

26

菩
提
心
義
抄

（

大
正
蔵

七
五
・
四
八
四
ｃ

四
八
五
ａ
）・

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
二
頁
）

27

菩
提
心
義
抄

（

大
正
蔵

七
五
・
四
八
五
）・

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
二

五
三
頁
）

28

大
日
経

（

大
正
蔵

十
八
・
三
八
ｂ
ｃ
）

29

義
釈

（

修
密
要
典
大
日
経

下
・
四
五
七
左
ａ
）

30

菩
提
心
義
抄

（

大
正
蔵

七
五
・
四
八
五
ｃ

四
八
六
ａ
）

31

供
養
法
疏

（

大
正
蔵

三
九
・
八
〇
七
ｃ
）・

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
四
ａ
）

32

菩
提
心
義
抄

（

大
正
蔵

七
五
・
四
八
六
ｃ
）・

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
四
ａ
ｂ
）

33

坂
本
幸
男

草
木
成
仏
の
日
本
的
展
開

（

中
野
教
授
古
稀
記
念
論
文
集

三
一
六
頁
）

34

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
四
頁
）

35

菩
提
心
義
抄

（

大
正
蔵

七
五
・
四
八
七
ｃ

四
八
八
ａ
）・

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
四
ｂ

五
五
ａ
）

36

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
五
ａ
）

37

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
五
ａ
）

38

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
五
ａ
ｂ
）

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）
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39

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
五
ｂ
）

40

理
智
一
門
集

（

智
証
大
師
全
集

下
・
一
一
九
七
ａ

一
一
九
八
ａ

41

授
決
集

（

智
証
大
師
全
集

上
・
三
八
七
ｂ

三
八
八
ｂ
）

42

円
多
羅
義
集

（

智
証
大
師
全
集

下
・
一
一
八
九
ｂ
）・

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
五
ｂ
）

43

坂
本
幸
男

草
木
成
仏
の
日
本
的
展
開

（

中
野
教
授
古
稀
記
念
論
文
集

）
三
一
一

三
一
二
頁

44

円
多
羅
義
集

（

智
証
大
師
全
集

下
・
一
一
八
九
ｂ

一
一
九
〇
ａ

45

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
五
ｂ

五
六
ａ
）

46

秘
蔵
記

（

弘
全

二
・
三
七
頁
）

47

秘
蔵
記
鈔

（

続
真

十
五
・
五
六
ａ
）

48

字
義

（

十
巻
章

六
五
頁
）

禅
林
寺
静
遍
の
草
木
非
情
成
仏
説
に
つ
い
て
（
中
村
本
然
）

三
〇
四
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